
令和８年(2026年)2月27日
令和７年度 大規模乾燥調製施設の運営にかかる役員・幹部職員研修会

気候変動下における近江米の安定生産
高温耐性品種の導入について

滋賀県農業技術振興センター
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図 「みずかがみ」および「コシヒカリ」における収量と高温対策の取組度

同一農業者における今年産と昨年産での収量の増減を同等以上または減収で比較。

取組度の尺度は「確実に取り組んでいる」：3点、「まあまあ（意識して）〃」：2点、

「あまり〃」：1点、「まったく〃」：0点として各項目の和をその農業者の取組度とした。

なお、括弧内の数値は有効な回答数を示す。

(8)

(12)

(24)

(19)

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0
9.0

10.0

同等以上 減収 同等以上 減収

みずかがみ コシヒカリ

高

温

対

策

の

取

組

度



5

図 気象条件や葉色に応じた追肥の意識調査
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図 「みずかがみ」および「コシヒカリ」における施肥体系別の減収程度
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交 配
病気に強くて栽培もしやすい「大育1744」を母親、玄米品質と食味
の優れる「滋賀64号」を父親として人工交配

Ｆ１養成
うまく交配できなかった個体を取り除き、種子の増殖

世代促進栽培
温室と短日処理装置を利用して1年間で3回栽培し、遺伝子を固定

個体選抜
50,000種の稲を1株1本となるように手植えし草姿や玄米品質か
ら、795種を選抜

単独系統選抜
795種の稲から、91種を選抜

特性試験
収穫量、玄米品質、病気に対する強さ、炊飯の食味などを調査

奨励品種決定調査
高温登熟性検定

高温登熟性検定ハウスで暑さに強いかを調べるとともに、収穫量、
玄米品質、病気に対する強さ、炊飯の食味などを、県内各地の一
般農家の田んぼで栽培して調査

○平成15年

○平成16年

○平成17年

○平成18年

○平成19年

○平成20年

○平成21年
○平成24年

最も有望であったものを「みずかがみ」として品種登録出願 8



平成25年産から「みずかがみ」の栽培が始まり、作
付面積が増加することに伴い、食味や品質のバラつき
が指摘されるようになりました。県内外において消費
されている「みずかがみ」について、県内のどこで作
られても、美味しさを実感してもらえる品質や食味を
確保することが産地としての責任となります。今後も
消費者の支持や信頼を得るよう、良食味を心がけた栽
培に取り組みましょう。

「特Ａ」評価の獲得

信頼される産地づくりに向けて
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 近江米の一歩進んだ取組の価値を多くの消費者に共感いただくため、
県内外での販路開拓に向け、関係機関・団体が連携

→生産・流通・販売の好循環を目指す!

生産 流通

販売消費
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きぬむすめ
北陸174号

ヒノヒカリ
キヌヒカリ レーク65

にこまる

滋賀82号
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単収
(俵)

窒素施肥量
(kgN/10a)

面積
(a)試験ほ場

11.612.036.6甲 賀 市

8.810.073.1近 江 八 幡 市

8.712.262.6東 近 江 市

9.112.243彦 根 市
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滋賀酒85号 吟吹雪



吟吹雪 滋賀酒85号 玉栄
令和６年(2024年)８月21日に農業技術振興センター内ほ場（近江八幡市）で撮影 15
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